
腐 れ を 防 い で つ き あ お う

土　居　修　一

■　木材は腐る
　木材が腐ることはよく知られています。ところ

が，なぜ腐るのかを詳しく知っている人は意外と

少ないようです。というのは，食べ物などの腐れ

が微生物によるものということは学校でも教わり

ますので，だれでもよく知っていますが，同じ有

機物の木材の腐れも同じ理屈で生ずることはほと

んど教わらないからだと思います。

　実は，特殊な容器を使って微生物が発酵現象

（腐れの一形態）を引き起こすことを証明したパ

スツールと同年代に，ハーティッヒという学者が

木材の腐れはキノコなどの微生物によって起こる

ことを証明したのです。それ以後，さらに詳しく

腐れの研究がされてきました。そこで，ここでは

どのような微生物が，どのような腐れを引き起こ

すのかを説明することにします。

　微生物の分類の一例を図１に示しましたが，こ

のうち木材の腐れに関与するのは，細菌類，不完

全菌類，子嚢菌類，担子菌類の一部です。下等な

ほうから木材への関わりを述べると次のようにな

ります。

　細 菌
　細菌は木材中の充填物質，つまり木材細胞の空
隙中にあるでんぷんなどしか分解出来ないとされ
ていましたが，最近になって，水中や土壌中で木
材の細胞そのものを攻撃することが明らかにされ
てきました。その様子は，軟腐朽という言葉で説
明されている子嚢菌や不完全菌による木材の分解
様式に似ています。野外で使う土木用の杭や池の
中で使われる木材で見られます。余り急激な強度
低下がありませんので，実用上は注目されていな
いようです。

　子嚢菌，不完全菌
　これらは通常カビと称されるものです。被害の
大部分は，木材表面の汚染と，内部の変色を引き
起こす程度です。ところが，一部のカビ（ケトミ
ウムグロボサム）は軟腐朽を生じさせることが
1960年頃に明らかにされました。この腐朽は表面
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から始まり，木材をスポンジ状に劣化させてしま
う現象です。主として土壌中や水中で起き，広葉
樹が被害を受けやすいようです。私達の身近なと
ころでは，台所や風呂場のスノコが黒っぽく腐っ
ている場合などがこれにあたります。この腐れ
は，細菌による腐れより被害の程度は大きいと考
えられます。なお，カビの類に藻状菌類の一部も
含まれますが，この類でも軟腐朽を起こすことが
あると言われています。

　担 子 菌
　俗に言うキノコの大部分はこの菌に属していま
す。マツタケなどの菌根菌や立木腐朽菌のように
特殊なものもありますが，多くは腐生菌で，その
中に多くの木材腐朽菌が含まれています。その分
解様式によって，褐色腐朽菌と白色腐朽菌とに大
別されます。褐色腐朽材はリグニンが残されるた
め褐色に変化して，材の変形が著しいのが特徴で
す。一方，白色腐朽材はリグニンが分解されるた
めに白っぽく変化しますが，乾燥しても材の変形
は余りありません。そして，針葉樹材は褐色腐朽
菌に，広葉樹材は白色腐朽菌に攻撃されやすい傾
向にありますが，これはリグニンの化学構造が違
うためと考えられています。建築物で今まで見つ
けられているものは，ほとんど褐色腐朽菌（表1)
ですが，これは建築物に針葉樹材を多用するため
かもしれません。また，セルロースは鉄筋の役割

　　　　　　　　　　表１　建　築　物　の　害　菌

* ＢＲ：褐色腐朽，ＷＲ：白色腐朽　　　　　　　（青島による)
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表２　木材腐朽菌（担子菌）の生育適温による区分

を持ち，リグニンはセメントの役割を持っている

と考えるとわかるように，強度的には褐色腐朽菌

のほうが早くダメージを与えます。

　以上のように，木材の腐れにはいろいろな微生

物が関与することが明らかになっていますが，実

際の自然状態では，これらの微生物がある秩序で

木材の腐れに関わっているようです。そして，もっ

とも，大きな働きをするのが，担子菌なのです。

そこで，以下では担子菌を主な対象に木材を腐ら

せる条件を述べます。

　担子菌が木材を腐らせるためには，温度，水

分，養分，空気の４条件が必要不可欠です。これ

らのうち温度による菌の区分を表２に示します。

大まかにわけて３つの温度領域にわけられます

が，このことが，これらの菌の被害の地域性や発

生環境を左右しています。また，水分については

一般に30％以上あればよいとされています。ただ

し，木材中の空隙が全くなくなってしまうと空気

が不足しますので，上眼は150％程度です（空隙

が全くなくなる飽水含水率が樹種に

よって異なるためかなりの幅があり

ますが）。養分は，木材そのもので

す。その他にタタミや段ボールなど

の植物性の材料や炭水化物も利用し

ます。また，木材中には窒素が

0．03～0．1％しかありませんので，

足りない分は外から補給したり，再

利用していると考えられています。

空気についての研究はあまりありま

せんが，通常木材の容積の20％程度

の空気で十分とされています。
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表 3 　 表 面 処 理 用 木 材 防 腐 防 蟻 剤      89．8.1
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■　腐らせないために
　木材を腐らせず，長持ちさせるには，これらの

条件のうち一つでも欠けるようにすれば腐朽が進

まないことになります。特殊な場合は木材を冷凍

保存するとか，真空パックにしてしまうなどが考

えられますが，日常的な木材の使い方を考えると

温度と空気の制御は至難の技ですので養分と水分

の制御が現実的な防腐法と言えます。

　つまり，まず第一に木材を乾燥状態にして防腐

する方法が，水分の制御にあたるというわけです。

住宅内部で使う木材や木製品では，乾燥状態を維

持することは容易な事で，通常の使い方では大体

８～15％位の含水率に保つことができます。この

状態は30％という腐朽に必要な含水率からは大幅

にはずれていますので，腐ることはありません。

ただし，台所，浴室，トイレなどやムロで使うス

ノコ，棚板などは直接水がかかったり，湿りやす

い部分ですので，機会あるごとに乾かすようにす

るとよいでしょう。この場合，日光にあてながら

乾かすとある程度の殺菌も兼ねることができます。

ただし，急激な乾燥は木材の狂いを誘発しますの

で，最初は陰干しして水分を徐々にとばさなくて

はなりません。特に，人体が直接接するものや食

品に触れるものは薬品による防腐処理が出来ませ

んのでこうしたてだてが必要です。

　一方，住宅の床下や壁の中，あるいは外で使う

園芸用材やデッキ材などは，湿気がこもったり雨

に濡れたりする機会が多いので，腐る確率は極め

て高くなります。それで，養分である木材を菌が

利用できないようにする必要があります。これが

防腐処理です。防腐処理には，通常殺菌性の薬品

や菌の正常な生育を妨げる薬品などを使います。

処理法には塗布，吹付け，浸せき，拡散，温冷

浴，加圧注入などの方法がありますが，だれでも

特別な設備なしで出来るのは塗布と吹付けですの

で，以下ではこの方法を対象にして防腐剤と処理

法について説明します。

　現在我が国で使われている防腐剤で，日本木材

保存協会で認定されているもののうち，表面処理

用のものをあげると表３のようになります。この

表にあげた製品は，すべてシロアリを防ぐ防蟻剤

と腐れを防ぐ防腐剤とで製剤されています。防腐

成分としては，ＩＦ－1000，サンプラス，クレオ

ソート油，キシラザンＡおよびＢ，トロイサン，

ナフテン酸銅，ペンゾチアゾール，モノクロルナ

フタレンが使われています。表の主成分の欄に示

されている他の成分は防蟻剤あるいは安定剤など

です。これらの防腐・防蟻剤は，公的機関でその

性能が検討され，一定以上の効力を有すると判定

されたものです。また，毒性も低いものが使わ

れ，通常の使用法では人体への影響がないように

なっています。普通は，200～300g／ｍ2を塗布ま

たは吹き付けて使うように設計されています。家

庭や建築現場で気軽に使えますが，皮膚や呼吸器

を刺激することがありますので，市販品に添付さ

れている使用法をよく読んで使うようにしたいも

のです。

　防腐剤で木材を塗布処理する際のポイントは以

下の通りです。

　①　この処理は塗料のように木材表面に塗膜を

作るのではなく，木材の中に薬剤をしみ込ませる

のが目的ですので，材面の鋸屑やごみをとり目止

めをせずに行います。

　②　薬液は十分に刷毛に含ませて，材面に刷り

込むように強めに塗ります。

　③  １回で塗布できる量はわずかですので，時

間をおいて３～４回線り返して塗るようにします。

　④　特に，切り口，われ，ほぞ穴などは入念に

処理しなければなりません。こうした部分は水が

入りやすく，腐りやすいからです。

　⑤　処理する木材は通常の場合できるだけ乾燥

したものを使うようにします。

　屋外で使う木材のうち，地面に接したり埋めら

れて使われるものは特に腐れやすいものです。こ

うした条件で使う木材にはクレオソート油や有機

銅化合物を含む防腐剤の方が他の防腐剤より効き

目が大きいようです。

　　　　　　　　　（林産試験場　耐久性能科）


